実習の振りかえり（２０１３年５月7日～５月２４日）

　　滋賀医科大学　　N.T.
＜ケアセンタ－いぶきでの目標＞

· 地域医療の実際を知る
· 地域の住人の生活を知る
·  他職種との連携を学ぶ

・　地域医療を実践する医師に求められることを知る
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■　５月７日 (火)
	午前
	午後
	夕方～夜

	オリエンテーショ　　　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　
	米原診療所
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	施設を案内してもらう。

中村先生の往診を見学する。

	特になし

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	認知症のケアホームを初めて見学して介護士の仕事ぶりや大変さを知ることができた

	高齢者の介護をどうすればより良いものになるのか



■　５月８日(水)
	午前
	午後
	夕方～夜

	居宅
	板並・大久保出張診療所
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ケアマネージャーと共に利用者宅を訪問し利用者の状態を確認する。
中村先生の外来を見学する
	特になし。


	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	利用者の中には施設利用の開始に躊躇する方もいる。

ケアマネージャーの訪問を大変喜ばれる利用者さんもいて人との繋がりが大切であることを実感した。

医療だけでは解決できない問題が大きい。高齢者の福祉にどれだけの予算と労力を使うのかがこれからの日本の大きな問題であることを再認識できた。
配膳サービスが安くていいと考えていたがヘルパーに食事を作ってもらうほうが利用者さんには好まれるようである。

介護保険制度も現場の状況に応じて柔軟に運用していかねばならない。時には営利目的のサービスを利用することも必要なのかもしれない。
中村先生が患者さんに対して教科書に書いてあるような一般的な対応ではなく患者さん一人一人に対して個別の対応していたのが特徴的であった。また患者さんが先生を厚く信頼している様子も印象に残った。
	独居の高齢者をどのようにして見守ればいいのか。


■　５月９日(木)
	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問看護
	訪問リハビリ
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問看護の時に患者さんをマッサージすると大変喜ばれた。
理学療法士の先生に自分の考えをうまく伝えることができた。
	聴診がうまくできなかった。自信のなさからか患者さんに対する声が小さかった。

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	訪問看護も訪問リハも患者のQOLを維持するためには必要。慢性期に入った患者のQOLを維持するには医師よりも看護師、PT、ヘルパーなどの役割が大きい
	医師として慢性期の患者とどのように関わればいいのか


· ５月１０日(金)
	午前
	午後
	夕方～夜

	老人保健施設

(入浴介助)
	老人保健施設

(ホール)
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	入浴介助を行った。少し乱暴なところがあったが、大きな失敗もなく無事に終えることができた。
午後からは認知症のショートステイの利用者の生活を見学と食事介助を行った。
	いつも時間に追われて仕事をしているため、介助が少し乱暴になってしまった。


	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	入浴介助はかなりの重労働だと感じた。職員の人たちが腰痛にならないように保護ベルトやスライディングシート、リフターなどを利用したほうがいいと感じた。ひどい褥創などを持っている利用者さんもいて褥創の予防は本当に大切と感じた。
認知症の利用者の生活支援では食事、排泄、に加えてレクレーションなども行い、いかに利用者の生活質を高め在宅での生活を可能にするのかという職員の努力を知ることができた。
慢性期の患者にとって医師が出来ることはわずかであり、患者の生活を支える他職種の存在の大きさをさらに知ることができた。

	医師として慢性期の患者の生活の質を上げるために何をすべきか。
認知症患者の生活支援。

利用者の家族はどう考えているのかを知りたい。

独居の高齢者にはどのように対応するべきか



地域社会の協力が医療をささえる。

地域医療を支えるのは医療者ではなくそこに住む人たち。

地域医療を行う医師は地域社会の協力をいかに得るのかを考えなければならない。
■　５月１３日（月）
	午前
	午後
	夕方～夜

	近江診療所
	近江診療所
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	午前、近江診療所で西脇先生の外来見学。午後、保育園の健診と往診を見学。往診時、患者の血圧を測定した。
	血圧を測定できないことがあった。

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	西脇先生の外来を見て、地域医療を行う医師は幅広い知識が必要だと感じた。診療所には様々な患者が訪れる。また高齢者は様々な病気を合併しており病態は複雑である。そのような人たちに対応するためには幅広い知識が必要であり、それが地域医療を行う医師の専門性の一つであると感じた。
高齢の患者では話がうまく通じない、耳が聞こえにくくて筆談が必要なこともある。患者との正しく意思疎通出来ているか確認することが大切。

保育園の健診では、園児の生活リズムを理解することが大切であると感じた。昼寝している園児を健診することは可能なのだろうか。
往診では、ADLがかなり落ちているにも関わらず、独居している方がいて驚いた。その方はそれでも結構満足しているようであった。

地域医療を行う医師の仕事は多岐にわたり、責任も重大である。

特別養護老人ホームに入居している方もできることなら家族と一緒に暮らしたい。家族も面倒を見てあげたいと思っている。そんな当たり前のことに気がついた。

	独居高齢者に対する医療の役割。


· ５月１４日（火）
	午前
	午後
	夕方～夜

	米原診療所
	介護保険認定審査会　一週間の振り返り
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと


	米原診療所で中村先生の外来を見学した。
	特になし

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	米原診療所には様々な患者がいらっしゃる。患者との信頼関係は特に大切。どのような患者に対してレントゲン検査すべきかが少し理解できた。
	総合診療の基礎


· ５月１５日（水）
	午前
	午後
	夕方～夜

	外来リハビリ
	往診
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	往診時、患者さんを診察した。心雑音を聴くことが出来た。
	聴診が難しい。血圧測定が出来ないこともあった。



	3 今の気持ち、感情、気づき
	④今後学びたい内容・課題

	午前中の外来リハをみて感じたことは、脳血管障害の後遺症はやはり重く発症を予防することが何より重要だと思った。
高齢者のリハでは訓練の目的、ゴールをはっきりさせないとリハビリの効果を評価することが困難になると感じた。本当に患者にとって必要かどうか、常に検討する必要があると思った。
高齢者用の筋力トレーニングの機器が有効活用されていないのを少し残念に思った。

午後の往診で患者さんを実際に診察することができてこれからの勉強に対する意欲が高まった。教科書ではなく患者から学ぶことが重要であると思った。また患者さんは医師の訪問をとても喜んでいてそのことも嬉しかった。

	聴診や打診、高度な医療機器に頼らない身体診察。在宅支援のための医療。緩和ケア


· ５月１６日（木）
	午前
	午後
	夕方～夜

	薬局・栄養
	栄養委員会・お口チームの会
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	薬剤師、管理栄養士の仕事を見学
	特になし。

	③今の気持ち、感情、気づき
	4 後学びたい内容・課題

	薬剤師の方が一人なので体調不良で休んだ時はどうするのかが気になった。
栄養士の方がいろいろ工夫して食事の質を上げようとしていた。
職員の人たちが栄養管理、口腔ケア、誤嚥対策などを定期的に考えるということなので、食事の質ももっと良くなるはずである。より良い医療の在り方、より良い在宅支援の在り方を組織全体で追及していこうという姿勢がすばらしいと思った。利用者さんが「家よりもここがええわ」というぐらいの在宅支援を目指してほしい。

	高齢者の栄養。おいしい病院食を提供する方法。


· ５月１７日（金）
	午前
	午後
	夕方～夜

	デイケア
	デイケア
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	デイケアの業務を見学できた。利用者さんとも積極的に会話し、実習を楽しむことができた。
	利用者さんの情報を前もって知っていればよかったのか？

	③今の気持ち、感情、気づき
	5 後学びたい内容・課題

	デイケアでは利用者さんがリハビリ、創作活動、読書、体操、レクリエーションなどをして充実した一日を送られていた。利用者さんが施設のサービスを満足していて楽しそうな姿が印象的でした。介護度が上がればデイケアの利用も困難になってくると思うが、通所施設を活用しADLの低下を出来るだけ防いでほしい。都市部では地方のように用地確保が難しくデイケア施設を造る場所は難しいと思うが学校の空き教室などを利用すれば十分可能であると思う。
デイケアで働く職員さんの利用者さんを見つめる視線はやさしく、医師となる人間も見習わなければならないとおもう。来週、また別のタイプのデイケア施設で実習するのが楽しみである。
	介護予防


· ５月１８日（土）自主研修
	午前
	午後
	夕方～夜

	伊吹山登山
	伊吹山登山、薬草の里（入浴）、読書
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	伊吹山登山。スタートが７時半ごろだったので、混雑が避けられた。
	無料駐車場に車を停められなかった。登山の装備が不十分。

	③今の気持ち、感情、気づき
	5 後学びたい内容・課題

	伊吹山意外と岩が多く、登山靴を履いたほうが歩きやすい。山頂が寒いと昨年の実習のレポートに書いてあったので防寒着を用意していたのがとても役だった。何事も事前の調査と準備が大切。山頂はすぐにガスがかかり何も見えなくなる。途中の方が景色は良い。山頂の山小屋カレーライスが７００円、九合目のレストランは８５０円？

山頂の山小屋で畑野先生の名前を出すとお茶を一杯ふるまってもらえた。山頂から９合目駐車場まで降りた時、足に疲労がたまっていると自覚。無事に下山できるのか不安になる。薬草ソフト（５００円）を食べ、気力を回復。再び山頂に戻り一気に下山。足元はかなりふらついていた。
山麓と山頂の気温差がかなりある。下山時、場違いなで軽装登ろうとしている若い衆を見かけたが彼らは無事だったのだろうか。
	山歩き



■　５月１９日(日)　自主研修
	午前
	午後
	夕方～夜

	地域探索
関ヶ原合戦　史跡めぐり
	関ヶ原合戦
史跡めぐり
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	泉神社湧水、京極氏館庭園跡、関ヶ原町歴史民俗資料館、関ヶ原合戦史跡めぐり
	昨日の登山の疲労が残り歩くのが少し大変だった。途中で雨に会い敗走。

	③今の気持ち、感情、気づき
	5 後学びたい内容・課題

	ここまで来たからには遊んで帰れないと使命感に燃えて今日も５時半起床。７時出発の予定だったが、「遠くへ行きたい」を見てしまい７時半出発となる。関ヶ原にいざ出陣。途中、泉神社湧水、京極氏館庭園跡に立ち寄る。泉神社がなかなか発見できず苦戦、上平寺はお寺だと思っていたら地名だった。まず関ヶ原町歴史民俗博物館に入館し事前学習。適当に探索計画を立てるがうまくいかず、やぎ工房may!may!に入りミルクジェラート(３００円)を食べる。店員に地域の見どころを訪ねるが、「陣跡が・・・」というだけで有用な情報は得られず。そこで観光案内所へ行く。ガイドから史跡めぐりのレクチャーを受け、戦闘開始。まずは石田三成の陣跡、笹尾山へ。そこからは関ヶ原が一望できる。当時の戦闘の様子を想像すると心臓の鼓動が高鳴る。裏切り者の小早川秀秋の陣も見える。三成の胸中いかばかりか、思わず涙がこぼれる。

島津義弘、小西行長、宇喜多秀家の陣跡、大谷吉継の墓、陣跡を訪ね歩いたところで雨が降り出し敗走。昨日の登山疲労で思うように走れず、落ち武者そのものであった。

今から約４００年前にここで戦闘があったのである、紛争を平和的に解決する手段は今も見つからないのが残念だ。
とりあえず落ち延びた。
	武力によらない紛争解決。
平和維持活動


■　５月２０日(月)

	午前
	午後
	夕方～夜

	地域散策
姉川古戦場、小谷城跡、渡岸寺観音堂、木ノ本　余呉湖
	地域散策
湖北水鳥公園、長浜城、石田三成出生の地、観音寺、三島池
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	ほぼ予定通り散策できた。
	最初のチェックポイントをすっ飛ばした。
何度も道に迷った。コンビニで昼食を買ったのは失敗。現地で特産物が安く買える。

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 今後学びたい内容・課題

	なんとか無事に帰って来られてほっとしている。この実習は結構ハードだった。
最初、姉川古戦場に行く予定がすっ飛ばす。そういうこともあると気にせず、小谷城跡にいく。この小谷城を落とすのに苦戦。自動車で途中まで上がりなんとか山王丸まで落とす。途中ドラマのロケ地を発見。次に国宝の十一面観音の渡岸寺観音堂へ。ここは一度来たことを思い出し、観音様を拝まずに木ノ本駅、木ノ本地蔵院に行く、江戸中期の庭園は必見らしいが見ずに北国街道を通り余呉湖に向かう。余呉湖の周回道路は途中からすごく狭くなるので注意が必要。余呉湖を自動車で一周してから３６５号線から４４号線を南に下り湖北水鳥公園へ。湖岸道路を走り長浜城に向かう、自動車を停められずコンビニに駐車。駅の反対側に抜けられず困ったがなんとか突破。石田三成出生の地を散策、そのあと観音寺を訪れる。
古びた山寺に歴史を感じた。まだ時間があったので三島池に向かう。途中道に迷うが、なんとか到着。池に伊吹山が映る。ここの風景が一番美しいような気がした。心の風景として私の記憶に残ることだろう。湖北地域をかなり知ることができ有意義な実習であった。湖北はかなり魅力がある。たくさんの方に訪れてほしい。
	滋賀県の歴史、文化。
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■　５月２１日(火)

	午前
	午後
	夕方～夜

	訪問介護
	米原・近江往診
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	訪問介護見学
	血圧測定。

	3 今の気持ち、感情、気づき
	4 後学びたい内容・課題

	在宅支援には訪問介護はなくてはならない仕事である。ヘルパーの方も重要な仕事をしている。いろんな人が関わることで独居の高齢者の生活の質は向上する。夕方になるとさみしくなるのでペットを飼いたいとおっしゃられた利用者さんもいた。精神面のケアが身体同様に必要であると実感した。思い出もあり自由に振舞うことのできる自分の家がよいと言っていたが、ひきこもり状態となるので施設への短期入所もそれはそれで楽しいと言っておられた。患者の実家での生活の様子を知っているということは患者理解に役立つと実感できた。実際に患者の実家での生活を見ることはできないにしても、それを可能な範囲で想像することは医師として大切なことではないだろうか。
午後の往診では実際に患者の世話をする人の負担も考えて薬を処方しなければならないことを学んだ。

ケアマネージャーとの連携も在宅支援には大切である。意見や考えが違っても相手の立場を最大限尊重することが大切。医療現場にはいろんな考えの人がいる。コミュニケーションスキルは常に磨かなければならない。
	高齢者のケア、認知症の介護　下痢の治療


■　５月２２日(水)

	午前
	午後
	夕方～夜

	ほほえみ
	ほほえみ
	


	1 今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	NPO法人のデイケアサービスを見学。利用者さんと話したりスタッフのかたの話を聞いたりできた。
	特になし

	③今の気持ち、感情、気づき
	3 後学びたい内容・課題

	認知症患者と長時間過ごしたのはこれがはじめてで認知症患者がどういうものか少し理解できた。短期記憶があいまいで、何度も同じことを聞かれた。

グループホームより軽度の方が多く、活動できる量は多い。

認知症の方のQOLを維持しようと施設職員の方が様々な工夫をしていた。利用者さんもゲーム等を楽しんでいたようすだった。ここにはここの良さがあり、いろんなサービスを利用できるというのは利用者にとってはいいことだった思った。一人精神疾患の利用者さんがいた。周囲の理解があればこれほど重症化することもなく、病気と付き合いながら、今よりももっと自立度の高い生活を送ることができたと思う。もったいないケースだと思った。精神障害のことをもう少し一般の方にも知ってもらいたい。


	認知症患者のケア、リハビリテーション


■　５月２３日(木)

	午前
	午後
	夕方～夜

	ひだまり
	ひだまり
	他職種連携会議


	①今日できたこと、うまくいったこと
	2 今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	小規模多機能施設の現場とスタッフの仕事を見学できた。利用者さんとうまく対応できた。
	適当なことを言って、利用者さんを怒らせてしまった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	3 後学びたい内容・課題

	NPO法人のデイケアを今日も見学できたがここにはここの特色があった。認知症が進んでいる利用者さんも多く、みんなでレクリエーションするとういうことはなかった。見守りが多かった。今日は認知症患者の見守りがいかに大変であること言うことを実感させてくれる利用者さんがいて勉強になった。「私は、何も悪いことしていないのに、どうしてこんなところにとじこめるんや、一人で帰る。」と言う利用者さんと１時間ほど対応した。一人だと危険なこと、娘さんが迎えに来ることを説明すると、納得するが、１分ほどで、「私は、何も悪いことしてないのに・・・」が始まる。いつ終わるかわからないこのやり取りに家族は本当に疲れ果てるのではないだろうか。
夜の多職種連携会議は準備など大変であったが、多職種で話し合うことの大切さを学べて学生である私にとっても有意義であった。みなさん患者の思いを大切にするというところが共通していてさすがだと思った。

また、みなさんの意欲に感動した。
	認知症患者在宅支援。
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■　５月２４日(金)

	午前
	午後
	夕方～夜

	スタイルケア
	スタイルケア
	


	①今日できたこと、うまくいったこと
	②今日うまくいかなかったこと、失敗したこと

	利用者さんと会話が出来た。見栄を張らずわからないことはわからないと言えた。
	利用者の中にはつらい過去を持っている人もいて、泣かせてしまった。

	③今の気持ち、感情、気づき
	4 後学びたい内容・課題

	モダンなスタイルで利用者さんがのんびり出来るのはいいのだが、利用者さんが時間を持て余しているように感じた。利用者の笑顔を見ることが少ないようにも思った。自分の印象では何かが足りないと思う。改善をするには設備的にも経営的にも苦しいようである。介護ビジネスは難しい。

	介護ビジネス。老人ホーム経営


３週間という大変短い実習でありましたが大学や、大学病院で学べないことが学べて大変有意義でした。訪問看護、訪問リハ、訪問介護、訪問診療、デイサービス、ショートステイなどを見せていただき、患者の生活を総合的に支援することの大切さを学べました。地域医療において医師の果たす役割は大きいものの実際には医師だけではほとんど何もできないということが理解できました。
患者さんや利用者さんからも多く学ぶことが出来ました。この実習では認知症がどういうものかをよく学べたと思います。

また、過疎化、高齢化など地域の抱える問題についても考えることが出来ました。環境破壊と人間の生活、武力によらない平和的解決、湖北地方の文化と歴史など考えることは医療にとどまらず総合的な学習が出来たと思います。今までの実習の中で最も有意義な実習でおそらく大学６年間の中で一番楽しかった時間になったと思います。
最後に畑野先生、中村先生をはじめ、実習で関わったすべての人に感謝します。これから、地域医療を目指して努力していこうと思います。本当にありがとうございました。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
N.T.君、３週間の地域実習お疲れ様でした。歓迎会では私が体調を壊してしまい参加できなかったのを惜しく思いました。社会人を経験しながら医師を目指したきっかけや、将来の夢についてもっと深く語り合いたいと思っていました。
来年には医師として社会に出て行かれることと思います。患者さんや住民の気持ちのわかる優しい、そして勉強熱心なドクターとして活躍されることを祈っています。いぶきへの実習、ありがとうございました。（畑野）
